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4
月
20
日
、
文
化
審
議
会
は
、
島
内
地

下
式
横
穴
墓
群
の
出
土
品
１
０
２
９
点

を
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と

を
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
は
、
え
び
の
市

大
字
島
内
字
平
松
・
字
杉
ノ
原
に
あ
り
ま

す
。
明
治
38
年
（
１
９
０
５
年
）
に
甲か

っ
ち
ゅ
う

冑

が
出
土
し
て
遺
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
の
緊
急

調
査
や
鹿
児
島
大
学
に
よ
る
学
術
調
査
等

に
よ
り
、
地
下
式
横
穴
墓
１
３
０
基
、
板い

た

石い
し
づ
み
せ
っ
か
ん
ぼ

積
石
棺
墓
２
基
、
横
穴
系
板
石
積
棺
墓

１
基
、
馬
埋
葬
土
坑
２
基
を
確
認
し
て
い

ま
す
。ま
た
、地
中
レ
ー
ダ
ー
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
東
西
６
５
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北

３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
地
下
式
横
穴

墓
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
そ
の

数
は
、
１
０
０
０
基
以
上
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
築
造
は
古
墳
時
代
中
期
前
半

（
5
世
紀
前
葉
）
に
始
ま
り
、
中
期
後
半

が
造
営
の
最
盛
期
で
後
期
後
半
（
6
世
紀

前
葉
）
に
は
、造
営
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

横
穴
墓
群
と
出
土
品
は
、
5
～
6
世
紀

代
の
古
墳
時
代
、
東
南
部
九
州
に
栄
え
た

地
下
式
横
穴
墓
群
約
１
２
０
遺
跡
の
代
表

的
遺
跡
と
し
て
だ
け
で
な
く
植
物
質
や
木

質
、
骨
質
、
貝
製
品
な
ど
の
有
機
物
も
良

好
に
遺
存
し
、
製
作
技
術
の
研
究
に
極
め

て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
学
術
的
価

値
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
で
は
、
副
葬
品

は
特
定
の
墓
に
集
中
せ
ず
、
少
量
ず
つ
副

葬
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
重
要
文

化
財
指
定
品
目
は
、
94
基
の
墓
と
2
基

の
馬
埋
葬
土
坑
か
ら
出
土
し
た
総
数
約

１
５
０
０
点
の
う
ち
、
形
状
を
保
っ
て
い

る
も
の
１
０
２
９
点
で
す
。

　

金
属
製
品
は
、
鉄
製
武
器
・
武
具
が
主

体
で
、
馬
具
、
工
具
、
装
身
具
が
わ
ず
か

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、短
甲
５
点
、

冑か
ぶ
と３

点
、
蛇
行
剣
10
点
は
、
近
畿
以
外
の

地
域
で
は
傑
出
し
た
出
土
量
を
誇
り
、「
銀

象ぞ
う
が
ん嵌
龍
文
大
刀
」
は
全
国
で
も
3
例
目
と

大
変
貴
重
な
出
土
品
で
す
。

　

い
ず
れ
の
地
下
式
横
穴
墓
も
、
玄
室
内

部
の
空
間
は
極
め
て
高
い
湿
度
に
保
た
れ

て
い
る
た
め
、
通
常
の
古
墳
で
は
遺
存
し

に
く
い
骨こ

つ
ぞ
く鏃

、
貝く

し
ろ釧

な
ど
骨こ

っ
か
く角

貝
製
品
が

良
好
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
金
属
製
品
の

遺
存
状
態
も
極
め
て
良
好
で
、
短
甲
の
革

製
覆ふ

く
り
ん輪

や
短
剣
の
鹿
角
製
・
木
製
装
具
な

ど
も
遺
存
し
て
い
ま
す
。

　

島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
出
土
品
は
、
古

墳
時
代
の
南
九
州
の
墓
制
、
社
会
構
造
、

武
器
・
武
具
の
製
作
技
術
を
探
る
う
え
で
、

欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
り
、
展
示
と
保
存

に
努
め
、
広
く
公
開
し
、
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

問
え
び
の
市
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
35
‐
３
１
４
４

●重要文化財指定記念特別展

●重要文化財記念シンポジウム

島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
の
出
土
品
１
０
２
９
点

銀象嵌大刀の龍文（表）

銀象嵌大刀の龍文（裏）

短甲（よろい）5 点と甲（かぶと）3 点

発掘された代表的遺物

　市歴史民俗資料館では、国の重要文化財指定の出土
品についての特別展を開催します。

【開催期間】7 月 6 日（金）～ 9 月 2 日（日）
※開催準備のため、７月５日（木）まで常設展示室へ
の入場ができません。従来の展示物は、企画展示室で
ご覧になれます。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

　市教育委員会では、島内地下式横穴墓群出土品の重
要文化財指定を記念して、シンポジウムを開催します。

【開催期間】8 月 5 日（日）
【時間】午前 10 時～午後 3 時 30 分
【会場】文化センターホール
【入場料】無料
【パネラー】豊島直博氏（文化庁文化財部美術学芸課）、

古谷毅氏（東京国立博物館学芸研究部列品管理課）、千
賀久氏（葛城市歴史博物館長）、吉村和昭氏（奈良県橿
原考古学研究所）、橋本達也氏（鹿児島大学総合研究博
物館准教授）
問市社会教育課　☎ 35-2268

国
指
定
の
出
土
品



広報えびの　45　ebino　city　public　relations.　2012.5

　

皆
さ
ん
は
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
日
本
人
の
生
活
習
慣

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
近
年
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
有
病
者
・

予
備
群
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
を
原
因
と
す
る
死
亡
は
、
全
体
の
約
3

分
の
1
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
一
人
ひ

と
り
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、
適

度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
予
防
が
可
能
で
す
。

　

市
で
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
異

常
を
早
い
段
階
で
発
見
し
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
特
定
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、

年
々
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
大
半

の
人
が
受
診
を
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
必
要
性
を
理
解
し
て
い
て
も
「
仕
事

が
忙
し
い
、
健
康
だ
か
ら
必
要
が
な
い
」

と
避
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
糖
尿
病
や
高
血

圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
か
な
り
進
行

し
て
い
て
も
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
悪
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、
命
の

危
険
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
受
診
が
必
要

で
す
。
毎
年
１
回
の
健
診
を
受
診
す
る
こ

と
で
、
自
分
の
体
の
こ
と
を
知
り
、
病
気

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、
自
分
の
体
の
こ
と
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
特
定
健
診
を
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　健診を受けることによって、自覚症状の現れにく
い生活習慣病を、早期に把握することができます。
　心筋梗塞や脳梗塞は「ある日突然」「運悪く…」
起こってしまったと考えがちですが、実際は 10 年
以上かけて、少しずつ動脈硬化が進んだ結果として
起こります。この間に自覚症状はほとんどありませ
ん。自覚症状に代わって自分の状態を教えてくれる
のが「健診」です。自分が健康だと思っている時こ
そ健診を受けるようにしましょう。

早期発見・早期改善

受けよう特定健診

【受診期間】

【対象者】

【検査項目】

【自己負担額】1,000 円

【受診方法】

特定健康診査は、内臓脂肪の蓄積に起因する高血
圧症、脂質異常症、糖尿病等の生活習慣病を早期
にみつけるため、次の項目で実施します。

平成 24 年 6 月 1 日～平成 25 年 1 月 31 日

国民健康保険に加入している 40 歳～ 74 歳（75 歳
の誕生日前日まで）の人

※生活習慣病等で現在治療中の人も特定健診を受
診できます。

市役所から対象者に
受診券（※右写真）
や受診案内が届きま
す。届き次第、受診
券 と 被 保 険 者 証 を
持って、指定する実
施医療機関で受診し
てください。

＊特定健診のご案内＊

問市健康保険課市民健康係
☎ 35‐1111　内線 275・278

石澤宗純院長
いしざわ循環器内科

健康だと思っている時こそ健診を

検査等の目的 検査項目

問診 
・

診察

生活習慣病の治療
状況や生活習慣を
知る 

問診（服薬および喫煙歴、
食事、運動、睡眠等生活
習慣） 

自覚症状や他覚症
状を診る 身体診察 

検
査
の
項
目

内臓脂肪型の肥満
かどうか 

身長、体重、腹囲測定
BMI 体格指数（体重 kg ÷
身長 m ÷身長 m）

高血圧かどうか 血圧測定

脂質異常かどうか
血 液 検 査（ 中 性 脂 肪、
HDL コ レ ス テ ロ ー ル、
LDL コレステロール）

 糖尿病かどうか
血 液 検 査（ 空 腹 時 血 糖、
ヘモグロビン A1c）
尿検査（尿糖）

腎臓の機能の状態
はどうか 

尿検査（尿蛋白）
血液検査（クレアチニン、
尿酸） 

肝臓の機能の状態
はどうか 

血液検査（GOT、GPT、γ
‐GTP） 

膀胱・尿路系に異
常はないか 尿検査（尿潜血）

市県民税非課税世帯の人は無料です。
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え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
ど
れ
く
ら
い
収
入
し
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

平
成
24
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 46 億 5,895 万円 46 億 5,895 万円 100.0％

市税 17 億 8,430 万円 18 億 3,282 万円 102.7％

国庫支出金 15 億 9,637 万円 12 億 9,791 万円 81.3％

県支出金 8 億 6,157 万円 7 億 578 万円 81.9%

市債 7 億 7,937 万円 3 億 4,731 万円 44.6％

繰越金 3 億 6,294 万円 3 億 6,294 万円 100.0％

諸収入 2 億 9,659 万円 2 億 7,356 万円 92.2%

その他 11 億 72 万円 10 億 6,347 万円 96.6％

合計 114 億 4,081 万円 105 億 4,274 万円 92.2％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しくその行うべき事務を遂
行できるよう、一定の基準により国から交付されるお金

【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産
税などの税金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【繰越金】前年度から繰り越されたお金
【諸収入】市の預金利子や各種貸付金の元利収入
【その他】財産収入や使用料および手数料、寄附金、国から

の各種交付金など

地
方
交
付
税

市
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債

繰
越
金

諸
収
入

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

収
入
済
額

～

歳
入

　平成 24 年 3 月 31 日現在の市債（市が資金調達のために
負担する債務であって、その返済が一会計年度を越えて行
われるもの）の現在高は、次のとおりです。なお、平成 23
年度の一時借入金はありません。

　平成 24 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、4 億 7,592 万 744 円で、これを
市民一人あたり（平成 24 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人
口 21,814 人）にすると、約 2 万 1,817 円となります。
　一世帯あたり（平成 24 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世
帯数 10,035 世帯）では、約 4 万 7,426 円となります。

【単位：千円】

市民一人あたり
21,817 円

■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35‐1111（内線 381・382）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 35 億 8,194 万円 32 億 3,089 万円 90.2％

総務費 26 億 5,694 万円 13 億 9,917 万円 52.7％

公債費 9 億 8,904 万円 9 億 4,150 万円 95.2％

教育費 8 億 829 万円 6 億 8,609 万円 84.9%

衛生費 9 億 8,573 万円 7 億 7,556 万円 78.7％

農林水産業費 7 億 5,666 万円 5 億 3,931 万円 71.3％

土木費 6 億 4,452 万円 4 億 2,222 万円 65.5%

その他 10 億 1,769 万円 8 億 9,572 万円 88.0％

合計 114 億 4,081 万円 88 億 9,046 万円 77.7％

民
生
費

総
務
費

公
債
費

教
育
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

土
木
費

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

支
出
済
額

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な方のために使われ
る経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【公債費】えびの市の借入金の返済のために使われる経費
【教育費】学校、公民館、体育施設などの整備や、教育の振

興のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守る

ために使われる経費
【農林水産業費】農業、畜産の振興のために使われる経費
【土木費】道路建設や公園の整備などに使われる経費
【その他】市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使

われる経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別会計 3,698,097 3,307,463 3,698,097 3,224,161

後期高齢者医療特別会計 579,422 574,391 579,422 571,714

介護保険特別会計 2,801,932 2,421,147 2,801,932 2,494,873

観光特別会計 46,158 39,252 46,158 44,322

合計 7,125,609 6,342,253 7,125,609 6,335,070

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 6,937,594

水道事業会計 988,371

病院事業会計 40,266

一時借入金 0

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり
47,426 円

　

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
４
億
４
０
８
０
万
８
０
５
６

円
（
う
ち
平
成
22
年
度
か
ら
の
繰

越
額
1
億
２
２
４
２
万
８
０
５
６

円
）
に
対
し
て
、
支
出
済
額

88
億
９
０
４
５
万
２
８
８
１
円

で
、
支
出
率
77
・
7
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
で
、
次
に
総
務
費
、
公
債

費
、
衛
生
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
率
の
低
い
も
の
は
、
5
月
末

ま
で
に
支
出
の
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出

　　

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
の

収
入
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
４
億
４
０
８
０
万
８
０
５
６

円
（
う
ち
平
成
22
年
度
か
ら
の
繰

越
額
1
億
２
２
４
２
万
８
０
５
６

円
）
に
対
し
て
、
収
入
済
額

１
０
５
億
４
２
７
３
万
５
０
６
８

円
で
、
収
入
率
92
・
2
％
で
す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
で
、
次
に
市
税
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
等
の
収
入

率
の
低
い
も
の
は
、
５
月
末
ま
で

に
収
入
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

広報えびの　6
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

大雨や台風による洪水や土砂災害の季節になります

災害への事前準備を忘れずに

　

え
び
の
市
の
「
心
の
ふ
る
さ

と
寄
付
金
」
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
は
、
44
人
か
ら
合
計

４
３
４
万
９
０
０
０
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、「
え

び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
基
金
」

に
積
み
立
て
、
寄
付
者
の
意
向

に
沿
っ
た
事
業
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄

付
金
は
、「
え
び
の
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
魅
力
あ
る
伝
統
文

化
な
ど
の
地
域
資
源
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
や
え
び
の
の
発

展
を
願
う
人
々
の
思
い
を
、
寄

付
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
々
の

参
画
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
末
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の

総
合
的
な
指
針
「
第
５
次
え
び

の
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
掲
げ
た
、
市
の

将
来
像
で
あ
る
「
大
自
然
と

人
々
が
融
合
し
、〝
新
た
な
力
〟

が
躍
動
す
る
ま
ち
え
び
の
」
の

実
現
に
向
け
、
厳
し
い
財
政
状

況
を
克
服
し
な
が
ら
、
市
民
と

一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

事業の種類 寄付件数 寄付金額

（1）地域福祉の充実などに関する事業 16 件 1,299,000 円

（2）自然環境の保全などに関する事業 2 件 20,000 円

（3）伝統文化の保存などに関する事業 2 件 550,000 円

（4）その他市長が必要と認める事業 24 件 2,480,000 円

合　　計 44 件 4,349,000 円

事業別寄付件数と寄付金額

区　　　分 平成 23 年度末残高 平成 22 年度末残高

積　立　金 12,839,290 円 9,679,290 円

えびの市心のふるさと基金積立状況

基金からの平成 23 年度事業への繰入れ状況
◎関西えびの会発足事業　　　　　　　　　　　　　200,000 円
◎地域支え合い事業　　　　　　　　　　　　　　　939,000 円

氏　　名 住　　所 寄付金額 氏　　名 住　　所 寄付金額

竹下　幸男 大阪府八尾市 ＊＊＊ 松永　基男 愛知県安城市 10,000

橋本　ノヱ子 ＊＊＊＊＊＊ 50,000 匿　名 岐阜県各務原市 ＊＊＊

大后　義雄 埼玉県さいたま市 ＊＊＊ 相徳　憲一 千葉県柏市 ＊＊＊

富田　五郎 東京都足立区 20,000 吉村　真治 千葉県松戸市 50,000

匿　名 神奈川県厚木市 ＊＊＊ 吉村　幸子 千葉県松戸市 50,000

矢場　浩子 神奈川県川崎市 69,000 匿　名 東京都江東区 ＊＊＊

松本　繁美 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 匿　名 広島県広島市 ＊＊＊

中神　啓四郎 千葉県流山市 ＊＊＊ 冨満　忠晴 愛知県愛知郡長久手町 200,000

小野　福男 愛知県名古屋市 20,000 冨満　洋子 愛知県愛知郡長久手町 40,000

黒江　穂積 東京都大田区 ＊＊＊ 西井　龍一 宮崎県宮崎市 150,000

黒江　ミエ子 東京都大田区 ＊＊＊ 岩本　一男 愛知県愛知郡長久手町 250,000

永崎　秀一郎 ＊＊＊＊＊＊ 10,000 岩本　恵子 愛知県愛知郡長久手町 50,000

山代　由美子 神奈川県横浜市 ＊＊＊ 窪　森夫 千葉県千葉市 10,000

松岡　秀夫 東京都小平市 20,000 嶋名　國夫 愛知県安城市 30,000

堀迫　九十九 神奈川県三浦市 30,000 地村　修二 東京都多摩市 500,000

南　一郎 茨城県笠間市 200,000 匿　名 宮崎県宮崎市 ＊＊＊

加世堂　孝始 大阪府堺市 10,000
宮崎えびの会
会長　永崎　収一

＊＊＊＊＊＊ 50,000

水元　行雄 東京都府中市 ＊＊＊

寄付者一覧（敬称略・日付順）

※公表については、了解をいただいた方のみ掲載しています。住所、寄付金額の「＊＊＊」は非公表です。

えびの市心のふるさと寄付金寄付状況

温かいご支援ありがとうございます

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
で
は
、

引
き
続
き
、
寄
付
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
２
）

　「非常持出品」は、災害発生時に持ち出すべきもの
「第 1 次持出品」と、災害復旧までの数日間（最低 3 日

分）に必要な「第 2 次持出品」に分類することができ
ます。水道、電気、ガスなど全てのライフラインが止まっ
た場合を想定して自分にあった重さのものを準備しま
しょう。

非常用持出品（例）
印鑑、現金、救急箱、預
金通帳、懐中電灯、ライ
ター、ろうそく、ナイフ、
衣類、手袋、インスタン
トラーメン、ラジオ、食
品など

地　区 避難場所 電話番号

飯野地区

飯野中学校体育館 33‐0021

飯野小学校体育館 33‐0008

大河平小学校体育館 33‐0970

高野畜産管理センター

えびの市民体育館 33‐5322

飯野駅前地区体育館 33‐5035

えびの市文化センター 35‐2268

飯野地区公民館 33‐0030

上江地区

上江中学校体育館 33‐0315

上江小学校体育館 33‐0133

上江地区体育館 33‐5799

加久藤地区

加久藤中学校体育館 35‐1353

加久藤小学校体育館 35‐1351

加久藤小学校尾八重野分校
体育館 35‐1995

加久藤地区体育館 35‐2290

えびの市国際交流センター 35‐3211

真幸地区

岡元小学校体育館 37‐2240

真幸地区体育館 37‐0004

旧真幸小学校西内竪分校

真幸地区公民館 37‐3221

老人福祉センター 37‐1329

■風水害（豪雨）時の屋内避難所

■災害に備え、非常持出品の準備を

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨

や
台
風
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災

害
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
風
水
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
大
雨
や
台
風
な
ど
気
象

の
変
化
に
日
頃
か
ら
関
心
を
持

ち
、
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、

土
石
流
、
地
す
べ
り
等
の
土
砂

災
害
は
一
瞬
で
人
の
命
を
奪
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
所

は
、
い
つ
災
害
が
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
土
砂

災
害
情
報
に
も
注
意
を
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
都
道

府
県
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す

る
防
災
情
報
で
す
。

正
確
な
情
報
を
確
認
す
る

　

大
雨
や
台
風
は
、
あ
ら
か
じ
め

襲
来
時
期
や
規
模
が
気
象
情
報
な

ど
で
予
測
で
き
ま
す
。
最
新
の
気

象
情
報
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
確
認
し
、

注
意
報
や
警
報
に
注
意
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

お
持
ち
の
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
見
た
い
時
に
、
河
川
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

【
携
帯
電
話
で
の
確
認
】

川
内
川
河
川
事
務
所
防
災
情
報

（http://w
w
w
.qsr.m

lit.go.jp/
sendai/bousai/keitai/index.
htm

）

【
パ
ソ
コ
ン
で
の
確
認
】

川
内
川
河
川
事
務
所
防
災
情
報

（http://w
w
w
.qsr.m

lit.go.jp/
sendai/bousai/

）

危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
避
難

　

災
害
時
の
避
難
情
報
は
３
段
階

に
分
か
れ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
避

難
す
る
た
め
の
準
備
を
促
す
「
避

難
準
備
情
報
」、避
難
を
促
す
「
避

難
勧
告
」、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化

し
、
避
難
す
べ
き
時
期
が
切
迫
し

た
場
合
の
「
避
難
指
示
」
で
す
。

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
防
災
無
線
や
広
報
車

等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
等
の
避
難
情

報
が
出
て
い
な
く
て
も
、
危
険
を

感
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
自
主
避

難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
１
３
）
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専用フリーダイヤルを開設

防災無線の放送内容を再確認できます

し
た
。通
話
料
金
は
無
料
で
す
。

　

放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
時
に
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
‐
23
‐
４
８
４
８

※
え
び
の
市
内
の
固
定
電
話
ま

た
は
携
帯
電
話
か
ら
確
認
で
き

ま
す
。

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
少

し
時
間
を
置
い
て
か
ら
か
け
な

お
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
１
３
・
３
１
６
）

防
災
行
政
無
線
放
送
の
内

容
を
電
話
で
、
再
度
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
放

送
設
備
を
使
い
緊
急
時
の
連
絡

や
火
災
・
風
水
害
で
の
災
害
時

の
避
難
誘
導
、
霧
島
演
習
場
へ

の
立
ち
入
り
な
ど
の
情
報
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
「
放
送
の
内
容
が
聞
き
取
り

に
く
か
っ
た
」
な
ど
の
相
談
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
防
災
行
政

無
線
放
送
の
内
容
を
再
度
確
認

で
き
る
専
用
電
話
を
開
設
し
ま

防災行政無線放送の内容を電話で確認できます内容を確認の上、誤りがあれば市民課へ連絡ください

点灯式後、スコアボードを利用して野球大会が行われました

えびの市企業倫理研修会 フルカラー LED 化でより見やすく、便利に

公共工事に対する信頼確保のために 王子原運動公園のスコアボードを改修

そ
の
不
祥
事
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
防
げ
る
の
か
、
な
ど
予
防

策
を
導
き
出
す
方
法
で
、
法
令

遵
守
や
企
業
倫
理
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
し
た
市
内
企

業
の
経
営
者
は
、「
研
修
会
を

通
じ
、
法
令
遵
守
の
大
切
さ
や

企
業
倫
理
の
重
要
性
を
再
認
識

で
き
ま
し
た
。
今
後
の
会
社
運

営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
建
設
課

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）

名
前
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録

さ
れ
た
映
像
や
写
真
な
ど
も
映

し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
野
球
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
で
の
使
用

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
王
子
原
運
動
公
園
を

活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
点
灯
式
は
、

4
月
8
日
、
え
び
の
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
春
季
少
年
野
球
大
会

の
開
会
式
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
は
、
新
し
い
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
を
背
に
、
は
つ
ら
つ
と
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
社
会
教
育
課

☎
35
‐
２
２
６
８

市
で
は
、
4
月
23
日
、
え

び
の
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
企
業
倫
理
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
市
発

注
工
事
の
指
名
業
者
43
業
者
51

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
共
工
事
に
お
け

る
入
札
・
契
約
制
度
の
適
正
化

を
促
進
し
、
公
共
工
事
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
確
保
と
建
設
業

等
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め

市
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

研
修
会
で
は
、
企
業
に
お
け

る
不
祥
事
の
例
を
示
し
な
が

ら
、「
な
ぜ
不
祥
事
が
起
き
る

の
か
」
を
グ
ル
ー
プ
討
議
し
、

王
子
原
運
動
公
園
野
球
場

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
修
は
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た

め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
従
来

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
、
手
作
業

で
ス
コ
ア
の
入
れ
替
え
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
は
、
縦
７
・
５
メ
ー
ト
ル
、

横
21
・
1
メ
ー
ト
ル
。
フ
ル
カ

ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
画
面
で
表
示
さ

れ
、
省
電
力
に
も
配
慮
し
て
い

ま
す
。
ス
コ
ア
の
入
れ
替
え
は

パ
ソ
コ
ン
入
力
で
行
い
ま
す
。

画
面
で
は
、
ス
コ
ア
や
選
手
の

グループ討論をする参加者

外国人住民の住民票の作成準備が始まります

住民票記載内容の確認をお願いします

5
月
か
ら
、
外
国
人
住
民

へ
、
順
次
、
住
民
票
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
内
容

が
通
知
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確

認
の
上
、
誤
り
が
あ
れ
ば
、
市

民
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
誤
り

が
な
け
れ
ば
、
連
絡
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
通
知
が
届
か
な

い
人
は
、
市
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

施
行
日
直
前
の
入
国
や
引
っ

越
し
な
ど
の
た
め
、「
仮
住
民

票
」
の
作
成
等
が
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、施
行
日
（
7
月
9
日
）

か
ら
14
日
以
内
に
市
民
課
に
届

出
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
施
行
日
ま
で
は
、
現
在
の
外

国
人
登
録
法
に
基
づ
い
た
手
続

が
必
要
で
す
。
特
に
「
居
住

地
」、「
在
留
資
格
」、「
在
留
期

間
」、「
世
帯
主
と
の
続
柄
」
等

は
、
変
更
申
請
漏
れ
な
ど
が
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
６
３
０

☎
０
３
‐
６
３
０
１
‐
１
３
３
７

（
IP
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
通

話
の
場
合
）

【
対
応
言
語
】
日
本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
6
言
語

問
市
民
課

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
７
２
）
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◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称

が ！ん ば る 公 館民

昨年の産業文化祭で披露された「棒踊り」

霧島火山防災マップ

　

の
区
地
幸
真
、
は
区
地
浦
上

、
は
在
現
。
す
ま
し
置
位
に
部
南

。
す
で
落
集
の
戸
４
１
１

　

並
桜
、
は
り
通
ン
イ
メ
の
区
地

花
、
は
に
節
季
の
桜
、
り
あ
が
木

し
ま
い
て
れ
わ
行
に
大
盛
が
見

響
影
の
ど
な
虫
害
、
は
在
現
。
た

向
に
活
復
木
並
桜
、
が
ん
せ
ま
い

　

肥
の
牛
乳
、
牛
和
、
は
に
区
地

内
市
。
す
ま
り
あ
く
多
が
家
農
育

、
は
に
時
た
し
生
発
が
疫
蹄
口
で

　
環
霧
島
探
訪

地区民のパワーで
がんばる公民館

（上浦自治公民館）

地
区
民
一
致
団
結
し
て
消
毒
等
を

行
い
、
口
蹄
疫
の
侵
入
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
治
公
民
館
活
動
は
、
美
化
活

動
と
し
て
、
空
き
缶
・
空
き
び
ん

拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
棒
踊

り
、
鎌
踊
り
を
壮
年
部
、
岡
元
小

学
校
の
児
童
で
復
活
さ
せ
ま
し

た
。
毎
年
7
月
15
日
に
は
、
澤
原

八
坂
神
社
に
踊
り
を
奉
納
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

女
性
部
で
は
、
上
浦
地
区
な
ら

で
は
の
加
工
品
を
作
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
毎
月
第
２
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
真
幸
あ
お
ぞ
ら
市
に

出
品
を
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
完

成
予
定
の
物
産
館
へ
の
出
品
に
向

け
、
加
工
品
づ
く
り
の
研
究
も
し

て
い
ま
す
。

　

地
区
民
の
パ
ワ
ー
で
、
地
区
の

発
展
・
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

霧
島
山
を
囲
む
宮
崎
・
鹿
児

島
両
県
の
５
市
２
町
で
構
成
す

る
環
霧
島
会
議
で
は
、
圏
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
、「
ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊
」
を
終
了
し
、
今

月
か
ら
新
た
に「
環
霧
島
探
訪
」

と
題
し
て
、
こ
の
地
域
で
活
躍

し
て
い
る
人
や
団
体
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
構
成
市
町
の
広
報
紙

に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。

環
霧
島
会
議
の
こ
れ
ま
で

　

環
霧
島
会
議
は
、
平
成
19
年

11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
構

成
市
町
は
、
え
び
の
市
、
小
林

市
、
高
原
町
、
都
城
市
、
鹿
児

島
県
曽
於
市
、
霧
島
市
、
湧
水

町
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
中
で
、「
霧
島
火
山
防
災

マ
ッ
プ
」
は
、
昨
年
の
新
燃
岳

噴
火
の
際
に
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
上
で
役

立
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
環
境
や
観
光
、防
災
、

教
育
、
農
林
、
広
報
の
６
つ
の

専
門
部
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
つ
い
て
協
力
し
、
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
都
城
市
経
営
戦
略
課

☎
23
‐
２
１
１
５

そ
の
1

あの時のえびの市を広報紙で振り返る

あの時、あの頃
今月は、13年前の広報紙にタイムスリップ

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています

グリーン博みやざき 99

えびの市の日（4月 26 日）

　全国都市緑化フェアは、みど

り豊かなまちづくりを目的とし

て開催されているものです。第

16回となった「みやざきフェア」

は、「グリーン博みやざき」の愛

称で、宮崎市の阿波岐原森林公

園をメイン会場として行われま

した。3 月 27 日から 5 月 30 日

までのフェア期間中には、県内

44 市町村の日が設けられ、4 月

26 日がえびの市の日でした。

　会場中央に設置されたイベン

トステージでは、飯野麓地区の

の輪太鼓おどり、昌明寺地区の

鷹踊りなどが披露されました。

（平成 11年 5月掲載）

霧島火山防災マップ

上浦自治公民館長
田口正英さん

広報えびの　12
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市長に感謝状受賞を報告する原口さん

え び の の ひ と

　
「
地
域
で
解
決
で
き
そ
う
な
問

題
が
地
域
で
解
決
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
」
と
話
す
の
は
、
原

口
陽
一
さ
ん
（
五
日
市
区
）
で
す
。

　

原
口
さ
ん
は
、
平
成
8
年
に
、

国
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委

嘱
を
受
け
、
5
期
15
年
間
、
人
権

擁
護
活
動
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
対
し
、
今
年
、
4
月

10
日
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
で
の

身
近
な
相
談
や
人
権
に
関
す
る
問

題
解
決
、
人
権
啓
発
や
そ
の
普
及

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
を
始
め
た
時

は
、
法
律
の
専
門
家
で
も
な
い
の

に
務
ま
る
の
か
と
不
安
で
し
た
。

し
か
し
、
人
の
た
め
に
な
る
仕
事

な
の
だ
か
ら
と
、
法
律
や
人
権
問

題
等
に
関
す
る
勉
強
を
し
ま
し

た
」
と
語
る
原
口
さ
ん
。「
困
っ

て
い
る
人
の
目
線
で
勉
強
し
た
こ

と
が
今
で
は
自
分
に
も
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

近
年
、
行
政
や
警
察
と
の
連
携

な
し
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が

増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。「
子

ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
の

相
談
の
増
加
を
憂
慮
し
て
い
ま

す
」

　
「
最
近
は
、
悪
い
こ
と
を
し
た

子
ど
も
を
他
人
が
し
か
ら
な
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
昔
な
ら
悪
い
こ

と
を
し
た
子
ど
も
を
し
か
り
、
子

ど
も
は
、
そ
こ
か
ら
何
か
学
ん
で

経験を生かしこれからも
地域のために貢献したい

い
た
と
思
い
ま
す
」
と
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
も
懸
念
し
ま

す
。

　
「
地
域
で
解
決
で
き
る
問
題
を

地
域
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
人
権
問
題
は
少
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
若
い
人
を
中
心
に
地

域
を
盛
り
上
げ
、
地
域
が
育
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

はらぐち・よういち／ 73 歳／五日市区
／趣味：スポーツ観戦・鑑賞（スポー
ツは何でも）、ゴルフ。

Youichi Haraguchi

原口陽一さん

煮しめ
◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域
支
え

合
い
事
業
で
前
田
区
ふ
れ
あ
い
な
で

し
こ
会
が
つ
く
っ
た
「
煮
し
め
」
で

す
。

　

煮
し
め
は
、
入
れ
る
具
材
も
さ
ま

ざ
ま
で
、
家
庭
や
地
域
に
よ
っ
て
味

付
け
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
特
徴
で

す
。
煮
し
め
を
つ
く
る
と
き
は
、
お

好
み
で
旬
の
野
菜
な
ど
を
入
れ
る
と

一
段
と
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
し
か
味
わ
え
な
い
煮
し
め

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

レ シ ピ

r e c i p e

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

【材料】
干しシイタケ・・・・・・・・・・4 枚
ダイコン・・・・・・・・・・・200 ｇ
ニンジン・・・・・・・・・・・1/2 本
サトイモ・・・・・・・・・・　小 4 個
コンニャク・・・・・・・・・・1/2 丁
野菜昆布・・・・・・・・・・・　20 ｇ
厚揚げ・・・・・・・・・・・・1/2 丁
煮干し・・・・・・・・・・・・　20 ｇ
Ａ：さとう（大さじ 1）、みりん（大さじ 1）、
しょうゆ（大さじ 3）

【作り方】
①干しシイタケは、水に戻し、軸を取っ
ておく。
②野菜昆布は、水に戻し、結び昆布を
つくっておく。
③コンニャクはしたゆでし、食べやす
い大きさに切る。
④厚揚げは熱湯をかけ、油抜きをし、
食べやすい大きさに切る。
⑤すべての材料を鍋に入れ、シイタケ
戻し汁をひたひたに入れ、煮干しを加
え火にかける。
⑥沸騰したら中火にし、しばらく煮る。
⑦Ａの調味料を加え、さらに煮る。

【紹介者】　

ふれあいなでしこ会のみなさん

広報えびの　14
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多くのランナーでにぎわう

シカ皮製品の普及を目指して

春の京町温泉郷を快走

“シカ皮バック” を寄贈

小・中学校教職員新任式

20 人の先生がえびの市に

　

4
月
22
日
、
京
町
温
泉
郷
で
、
第

26
回
え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

市
内
外
か
ら
過
去
最
多
の
１
８
２
８

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
真
幸
地
区
体
育
館
前
を

ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す
る
３
キ
ロ
、

５
キ
ロ
、
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
城
市
か
ら
親
子
で
３
キ
ロ
の
部

に
参
加
の
清
水
亜
紀
子
さ
ん
は
「
何

度
歩
こ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
娘

と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
完
走
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
え
び
の
市
猟
友
会
の

3
人
が
市
長
を
訪
問
。
シ
カ
皮
製
の

ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
を
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
会
が
普
及
促
進
を
し

て
い
る
シ
カ
皮
製
品
を
市
内
外
で
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
お
う
と
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

同
会
会
長
の
和
田
一
郎
さ
ん
は

「
害
獣
と
し
て
駆
除
し
た
シ
カ
の
皮

を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
作
り
ま
し

た
」、
市
長
は
、「
え
び
の
産
の
シ
カ

皮
製
品
の
普
及
促
進
の
宣
伝
を
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
小
・
中
学
校
教
職
員

新
任
式
が
4
月
12
日
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に
え

び
の
市
の
教
職
員
に
な
っ
た
20
人

（
校
長
3
人
、
教
頭
2
人
、
教
諭
11

人
、
養
護
教
諭
2
人
、
事
務
職
員
2

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
若
松
三

枝
子
校
長
（
上
江
小
）
は
「
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
行
う
え
び

の
市
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
全

力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

行政と地域のパイプ役として

田の神さあもお色直し

区長分区長に委嘱状を交付

今年も五穀豊穣を願って

さわやかフェスタ in グリーンパーク

春のえびのを満喫

　

4
月
24
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
平
成
24
年
度
区
長
・
分
区
長
合
同

会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
代
表
し
て
井
上
義
人

さ
ん
（
東
川
北
区
長
）
と
長
友
司
さ

ん
（
東
川
北
区
中
野
分
区
長
）
に
市

長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
区
長
分
区
長
に
委
嘱
さ

れ
た
の
は
、
区
長
65
人
、
分
区
長

４
３
０
人
で
す
。

　

会
議
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
事
例

発
表
や
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
の
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
4
日
、
末
永
地
区
で
「
田
の

神
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
末

永
地
区
で
は
、
五
穀
豊
穣じ

ょ
うを
願
っ
て

毎
年
こ
の
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
地
区
内
に
あ
る
田

の
神
さ
あ
の
1
年
間
の
汚
れ
を
落
と

し
、
白
や
赤
の
ペ
ン
キ
で
化
粧
直
し

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
の
神
さ

あ
を
ト
ラ
ク
タ
ー
の
荷
台
に
乗
せ
、

五
穀
豊
穣
を
願
い
、
地
区
内
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、地
域
の
人
は
、

田
の
神
さ
あ
を
囲
み
、
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

5
月
4
日
、
5
日
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
え
び
の
を
会
場
に
「
さ
わ
や

か
フ
ェ
ス
タ
in
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え

び
の
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
2
日
間
で
、
市
内
外
か
ら
約

1
万
８
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
物
産
展
、
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
カ
ヌ
ー

体
験
教
室
で
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て

は
30
分
待
ち
と
大
盛
況
で
し
た
。

　

高
鍋
町
か
ら
の
来
場
者
は
「
家
族

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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今月の
納税

■藤嶋栄養士（健康保険課）生活リズムをつくろう！

◎えびの市の人口
　男性／ 9,944 人（169 人）
　女性／ 11,165 人（47 人）
　合計／ 21,109 人（216 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,255 世帯（251 世帯）

（平成 24 年 5 月 1 日現在）

転入／ 345 人
転出／ 109 人

出生／ 10 人
死亡／ 30 人

軽自動車税　　　　　全期
5 月 31 日までに納めましょう。

広報えびの　18

掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e  !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ
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掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　私たちは、「夜暗くなったら寝る」、「朝、太

陽の光を浴びて起きる」ことで体の生体リズム

の調節を行い、体調を整えています。

　しかし、睡眠不足や夜型の生活などで、この

生体リズムがずれたり、崩れたりしている子ど

もが増えています。良質な睡眠、規則正しい睡

眠は、脳が未完成な子どもにとって健やかに発

達していくためにとても大切です。まずは、早

く起こして、朝の太陽の光をあびさせることか

ら始めてみませんか。

　なかなか起きない子どもの場合は、起こす前

にカーテンを開けるなど、徐々に部屋を明るく

していくのも効果的です。

　子どもを早く寝かせるためには、次のような

ことを心がけましょう。

●昼寝は決まった時刻で行いましょう

　昼寝が長くなると夜寝る時刻が遅くなってし

気に笑
って

健康
え び の

まいます。遅くても午後 3 時頃を目安に起こ

すようにしましょう。

●寝る直前の熱いお風呂は避けましょう

　体温は、朝目が覚めると上がり始め、夕方に

なるにつれ徐々に下がります。私たちの体は、

そうすることで、眠る準備をします。寝る直前

に熱いお風呂に入ると、せっかく眠る準備のた

めに下がり始めた体温がまた上がってしまい、

体は眠るというよりも、起きることに適した状

態になってしまいます。寝る前の入浴は “ぬる

め” を心がけましょう。

海の石

　野田首相が所信表明演説で引用した詩
『花の冠』の作者による初の詩集です。常

に死と向き合いながら生きてきた作者が、
筆談を知り『言葉のコミュニケーション』
を始めました。
　海の底の石みたいだった作者が、やがて

『言葉』という光を放つようになります。
　心の自由を手にした仙台の詩人が紡ぐ

『いのちの言葉』の詩集です。

　取材で、田の神まつりに行ってきました。カメラを構え
ていると、趣味でカメラをしている人に声をかけられまし
た。話をしてみると、川南から写真を撮りに来られたそう
です。カメラ歴は、なんと、40 年の大ベテラン。県内で行
われるイベントには写真をよく撮りに行かれるそうです。
年配の人でしたが、とても元気で、私も負けてられないな
と思いました。
（川野）

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
下
栗

　

子
夜
小
田
山
細

　

沁
に
目
の
葉
若
葉
青
り
散
が
葉
黄

し

彩
の
夏
つ
は
な
う
よ
る
み

ろ
い

、
光
の
月
五
。
る
な
と

薫
で
中
の
節
季
に
さ
ま
、
り
あ
が
感
涼
清
は
に
緑
、
雲
、
風

う
ぷ
ん
く

還
に
地
は
者
作
。
る
す
が

え
か

出
れ
生
、
と
命
る

い

ら
と

え

。
る
い
て

　

詩
が
れ
そ
。
界
世
の
像
想
い
な
は
で
屈
理

か
い
し

詠
い
し
ら
ば
す
、
り
あ
で
歌

た
う

。
る
あ
で

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
嗣
切
岩

　

応
対
に
民
市
び
並
が
花
の
り
ど
り
と
色
、
は
に
口
関
玄
�
風
の
緑
新
の
ら
か
杏
銀
大

。
た
し 短　

歌
俳　
句

詩

大越桂／著
（光文社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）

消費生活に関する身近な相談員

　「くらしのアドバイザー」に相談を希望する場
合は、市民課・生活環境係までご連絡ください。
お近くの「くらしのアドバイザー」を紹介します。
問市民課・生活環境係　☎ 35-1111（内線 286）

　毎日の暮らしの中で、消費生活に関することで
思わぬトラブルに巻き込まれたことはありません
か？
　「くらしのアドバイザー」は、そんな皆さんの
消費生活に関するトラブルなどを中立な立場から
解決に向けてのお手伝いをしています。
　相談内容によっては、直接助言を行い、相談内
容が複雑なものについては、関係機関へ連絡を行
っています。その連絡結果を相談者へ回答し、解
決へ導きます。
　現在えびの市内には、3 人の「くらしのアドバ
イザー」がいます。消費生活に関することでお困
りの人は、お気軽にご相談ください。
　今年度の暮らしのアドバイザーは右写真の 3 人
です。よろしくお願いします。

小牟田由美さん、中堀ふじ子さん、向原紀子さん



＝問い合せ先　 ＝申し込み先問＝問い合せ先　申＝申し込み先

【会場】市文化センター調理室
【講師】サラ・ラシャンス（えびの市英語指導助手）
【申込方法】午前 8 時 30 分～午後 9 時までに、市国際

交流センターに電話で申し込みください。
【申込期限】6 月 4 日（月）
問市国際交流センター
☎ 35-3211

a パソコン教室参加者募集

　市教育委員会では、文化センターと各地区公民館で「初

心者向けパソコン教室」を開催します。
○飯野地区公民館

［開催日］6 月 11 日～ 7 月 2 日の毎週月曜日（4 回講座）
［時間］午後 2 時～午後 4 時

○上江地区公民館
［開催日］6 月 13 日～ 7 月 4 日の毎週水曜日（4 回講座）
［時間］午後 2 時～午後 4 時

○文化センター
［開催日］6 月 14 日～ 7 月 5 日の毎週木曜日（4 回講座）
［時間］午後 2 時～午後 4 時

○真幸地区公民館
［開催日］6 月 15 日～ 7 月 6 日の毎週金曜日（4 回講座）
［時間］午後 2 時～午後 4 時
【参加資格】えびの市内に在住の人で、各会場の講座に

参加できる人
【参加費】無料
【講座内容】基本的なパソコンの操作、インターネット

検索など
【申込方法】市社会教育課に電話かファックスで申し込

みください。
【申込期限】6 月 4 日（月）午後 5 時まで
問市社会教育課
☎ 35-2268　
FAX35-2908

a 宝くじ文化公演「吉本バラエティーショー」

　市社会教育課では、宝くじ文化公演事業を活用して「吉
本バラエティーショー」を行います。大人気の漫才コン
ビ、宮川大助・花子さんをはじめ、5 組の吉本興業の芸
人が会場を笑いの渦へと引き込みます。市民の皆さんの
たくさんの来場をお待ちしています。

【開催日】7 月 7 日（土）
【時間】開演：午後 2 時～（開場：午後 1 時 30 分～）
【場所】えびの市文化センターホール
【入場料】全席自由　前売り券一般 2,000 円（当日券 2,500

円）、高校生以下 1,000 円（当日券 1,500 円）
※宝くじの助成により、特別料金
になっています。
※前売りで完売の場合、当日券の
販売はありません。
※未就学児の同伴・入場はご遠慮
ください。

【前売開始日】5 月 21 日（月）～
【チケット取り扱い】えびの市文化センター、えびの市

歴史民俗資料館、西村楽器、美賞堂
問市文化センター
☎ 35-2268

a 水俣病等措法に基づく給付の申請はお早めに

　水俣病等措法に基づく給付申請の受け付けは、平成
24 年 7 月 31 日（火）までです。
　かつて水俣湾や阿賀野川等の魚を食べ、手足にしびれ
などの症状がある人、または、ご家族、ご友人、お知り
合いの人がいましたら、熊本県、鹿児島県、新潟県の相
談窓口に相談のうえ、お早めに申請してください。
問熊本県環境生活部水俣病保健課
☎ 096-333-2306
問鹿児島県環境林務部環境林務課
☎ 099-286-2584
問新潟県福祉保健部生活衛生課
☎ 025-280-5204、5207

労働安全衛生法に基づく免許試験の
ご案内

　本年度も宮崎大学農学部で、労働安全衛生法に基づく
免許試験が実施されます。

試験日 試験の種類 受験申請書提出先

　8 月 18 日（土）

第一種衛生管理者、第
二 種 衛 生 管 理 者、 ク
レーン・デリック運転
士 [ クレーン限定 ]、
移 動 式 ク レ ー ン 運 転
士、一級ボイラー技士、
二級ボイラー技士、ボ
イラー整備士

（社）宮崎労働基準協
会
☎ 0985-25-1853

潜水士
発破技士

建設業労働災害防止協
会宮崎県支部
☎ 0985-20-8610

林業架線作業主任者

林業・木材製造業労働
災害防止協会宮崎県支
部
☎ 0985-24-7930

【受験申請書の受付期間】
6 月 13 日（水）～ 6 月 29 日（金）（土・日を除く）

a 国際料理教室参加者募集

　市国際交流センターでは、国際料理教室を実施します。
市民の皆さんの多数の参加をお待ちしています。

【開催日】6 月 14 日（木）
【時間】午後 7 時 30 分～午後 9 時 30 分
【対象者】えびの市在住の人
【定員】20 人（先着順）
【受講料】1,000 円（材料費込み） ■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより
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お知らせコーナー

4月の活動状況 火災 1 件 年計 3 件
［えびの消防署管内］ 救急 68 件 年計 279 件

4 月の交通事故 人身   3 件 本　年
4 月末 34 件

　発生状況 物件 27 件 本　年
4 月末 112 件

　5 月に入り、少しずつ暖かい季節となってきまし
た。暖房器具等を使う機会は少なくなりますが、外
出の際は、台所など火元の確認を必ず行いましょう。
　また、行楽シーズンで、霧島連山への登山やハイ
キングを計画されている人がたくさんいると思いま
すが、近年、山での遭難事故等が相次いで発生して
います。山を侮ることなく、事前準備をしっかり行
い、無理のない行動で登山を楽しみましょう。

【平成 24 年度全国統一防火標語】
「消すまでは　出ない行かない　離れない」

出かける前は、必ず確認
　ここ数年えびの警察署管内では、侵入窃盗の被害
件数が増えています。特に鍵をかけずに被害にあう

「無施錠被害」が大幅に増加していますので、地域
でも声をかけ合い鍵かけを習慣づけましょう。
○外出時、就寝前の鍵かけを必ず確認してください。
○風呂場やトイレなどの高窓も戸締りをしましょ
う。
○合鍵を家の外に置かないようにしましょう。
○防犯性の高い鍵に変更するなど、防犯対策に取り
組みましょう。
○センサーライトも有効です。

盗難事件が多発しています
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上
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熊
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蔵
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仏
」
の
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

懸
仏
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。
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、
鎌
倉
・
室
町

時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し

た
。
鏡
を
神
社
に
奉
納
す
る
こ
と
は

古
く
か
ら
あ
り
、
こ
れ
が
寺
院
で
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平

安
時
代
に
は
、
懸
仏
の
表
面
に
神
仏

像
を
毛
彫
り
す
る
鏡

き
ょ
う
ぞ
う像
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
転
化
し
て
、
銅
、

鉄
で
鏡
板
か
ら
像
ま
で
鋳い

出
し
た

り
、
円
形
の
金
属
の
薄
板
（
四
角
や

そ
の
他
の
形
も
あ
る
）
を
木
板
に
か

ぶ
せ
、
こ
れ
に
鋳
出
の
像
を
取
り
付

け
た
り
す
る
も
の
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
ま
れ
に
木
板
浮
彫
り
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

上
江
・
熊
野
神
社
に
も
懸
仏
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
の
頃
か
、

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
上
江
・
熊
野
神
社
の
懸

仏
に
つ
い
て
、文
化
庁
の
文
部
技
官
・

郷ご
う
け
た
だ
お
み

家
忠
臣
氏
が
調
査
し
た
資
料
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
懸
仏
は
二
枚
あ

り
、
一
枚
は
、「
面
径
一
三
・
〇
セ
ン

チ
、
鏡
板
厚
さ
〇
・
九
セ
ン
チ
、
金

銅
板
金
押
出
製
、
肩
武
左
右
獅し

か
み噛
鎧

座
で
、
彩
色
を
施
し
、
外
区
円
型

上江の熊野神社

（
文
／
え
び
の
市
文
化
財
保
存
調
査
委
員
会
）


